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ボーダレス・ジャパンは、社会問題をビジネスで解決する「ソーシャルビジネス」しかやらない会社。
・世界13カ国で51のソーシャルビジネスを展開（2023年11⽉現在）
・2007年3⽉設⽴。年商 75億円(2022年度)、従業員数約1,500名（グループ計）
・「⽇本で⼀番⼤切にしたい会社⼤賞・審査員特別賞」2019年

「グッドデザイン賞・ビジネスモデル部⾨」2019年

ボーダレス・ジャパン/ボーダレス・カンパニオについて

効率性を追求することで、取り残された⼈やもの、場所。
社会に取り残された⾮効率をも含めてビジネスを再構築する、
私たちはそれを『ソーシャルビジネス』と呼び、貧困、教育、
難⺠、地球温暖化などあらゆる社会問題の解決に取り組みます。

社会起業家の数＝解決される社会問題の数と考え、社会起業家を
輩出しています。グループ各社は独⽴経営を⾏う⼀⽅で、各社の
売上1%を共通のポケットに⼊れます。この資⾦は、新たに挑戦
する起業家の創業資⾦に充てられます。

詳しくは、グループ初の書籍
『９割の社会問題はビジネスで解決できる』
をご参照ください。

Amazonで見る ▷

ソーシャルビジネスとは 社会起業家を⽣む仕組み

売上1%

売上1%を拠出、
次の社会起業家へ



バングラデシュ×都市貧困
⾃社⼯場での直接雇⽤：900名
⾰製品 700名 アパレル 200名



⽇本×ホームレス
再就職者数：1,200名
＋住宅提供



気候危機×⾃然エネルギー
CO2削減：13,967トン/年 
植林効果：997,610本



障がい

⾰職⼈ 途上国



教育・⼦育て

不登校 教師 ⼦育て
学童

産後
うつ



農業・畜産
耕作
放棄

家畜
福祉

⼩規模
養鶏



世界13カ国、51のソーシャルビジネスを展開
事業テーマは、教育、児童労働、貧困問題、フードロス、地球温暖化、過疎化など多岐にわたってい
ます。国内は、福岡、⼤阪、東京、新潟など、全国各地で事業を展開し、国外は、ミャンマー、カン
ボジア、タンザニア、ケニアなど、様々な国の社会課題の解決を⽬指しています。

ソーシャルビジネス⼀覧はこちら





「どうやったらもっと多くの社会起業家が⽣まれるだろう？」「⽇本中で社会問題解決に⽴ち上がるチャレ
ンジャーたちが⽣まれるための社会システム(エコシステム)とはなんだろうか？」

吉本興業NSCさんの設計をヒントに、これまでボーダレス・カンパニオで培ったノウハウ・経験を総動員し
て誕⽣したのが、社会起業のためのソーシャルビジネススクール「ボーダレスアカデミー」です。
5年で累計1,200名が受講。
3ヶ⽉の社会起業伴⾛プログラムには約350名が参加、うち100名が社会起業家として活躍しています。

社会起業のための
ソーシャルビジネススクール
「ボーダレスアカデミー」

ボーダレスアカデミーとは？

吉本興業NSCさんを設計のヒントに

公式HP：https://academy.borderless-japan.com/ 
Twitter  ：https://twitter.com/bls_academy
Facebook：https://www.facebook.com/BORDERLESSACADEMY

https://academy.borderless-japan.com/
https://twitter.com/bls_academy
https://www.facebook.com/BORDERLESSACADEMY


卒業⽣の活躍



ICCサミット
2023

ソーシャル
グッド賞

卒業⽣の活躍



30名を超える社会起業家・
業界のトップランナーが集結

講師・メンター
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ボーダレスソーシャルバンク
"地域"で⽴ち上がる⼩規模起業"ローカルソーシャルベンチャー"を

⽣み出しサポートする相互扶助モデル



地域課題の解決を⽬指す
ローカルソーシャルベンチャー
の事業⽴ち上げ/事業安定の困難

・専⾨家の経営伴⾛

・資⾦的⽀援



社会起業家 輩出の仕組み(従来)



社会起業家 輩出の仕組み(従来)



社会起業家 輩出のため(新)

アカデミー⽣以外
の社会起業家にも
⾨⼾を広げる



ソーシャルバンク概要



ソーシャルバンク概要





実質無利⼦/無担保融資による
社会起業家⽀援の実現



累計受講者
1,200名超

起業家
100名



経営伴⾛

20名
コミュニティ会員

200名



ビジネスプラン完成
と

起業の間
に存在する⼤きなハードル



ビジネスプラン
(事業計画書作成)

起業
・個⼈事業
・法⼈

・無利⼦融資
・経営サポート
・コミュニティ



PoC
概念実証



ビジネスプラン
(事業計画書作成)

PoC(概念実証)
・試作品作成
・テストマーケティング
・⾛り出し

*ハードル低い
  スタート資⾦

起業
・個⼈事業
・法⼈



PoCの⽴ち上げ伴⾛
PoC資⾦の必要性



ソーシャル領域に特化した
クラウドファンディング

「For Good」





流通総額
5億円

アカデミー⽣

既に35名



地域の社会起業家⽀援も⽬的にした
「ふるさと納税」の活⽤



企業/⾃治体・⾏政・⼤学
との連携



自治体・⾏政連携

経済産業省初の
学⽣向け社会起業家アクセラレー
ションプログラム「ゼロイチ」

JICA海外協⼒隊初の
帰国後の起業⽀援プロジェクト

海⼠町との
地域課題解決のための包括連携協定



次世代リーダーを育成する出向プログラム
「HOPE」

出向受け⼊れ





ソーシャルビジネス/社会起業家 誕⽣の拠点

福岡からソーシャルベンチャー
誕⽣の拠点となるようにと設置
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社会起業家誕⽣の数 100名
⾃治体・企業との連携数 30件

コミュニティ会員数 200名
★PoC 「ForGood」利⽤ 35件

実績



①オンライン化→全世界からの参加
対⾯/繋がりの意義

気づき/ブレイクスルーポイント

②各地での社会起業家誕⽣への期待の⾼まり

③仮説検証をスピーディーに⾏う重要性



①伴⾛⼈材の不⾜やノウハウの⽋如

課題/展望

③「社会のために⼒を使いたい」⽅の
新たな枠組みの創出の可能性

②インパクト拡⼤に向けたサポート/環境構築


